
▲小型囲いわな「こじゃ
んと１号」設置方法をYou
Tubeに掲載 こちら!→

四国の山を強くする６つの施策 四国森林管理局 令和２年度 重点施策
詳細はこちらからどうぞ!→

○ 多くの森林が収穫期を迎える中で、森林の公益的機能を発揮しつつ、この豊かな資源の循環利用を図り、
健全な森林を次世代に継承するとともに、地域の森林・林業を担う人材の育成や効率的な作業システムの
確立が重要な課題。

○ 四国森林管理局は、その組織・人材・資源を最大限に活用し、地域の皆様と連携し、伐採・造林等のトータルコス
トの削減、獣害対策、市町村への技術的支援、災害に強い国土づくり、国民に親しまれる森林や資源の活用などの取
組を積極的に進め、地域の林業成⾧産業化に引き続き貢献。

④市町村への技術的支援③獣害対策の推進

②木材生産の収益性強化①造林の低コスト化

⑥国民に親しまれる森林や資源の活用
森林の多面的機能の充実

⑤災害に強い国土づくり
国土強靱化

●一貫作業システムやコンテナ苗の活用
●下刈の省力化、「集約化試験団地」の設定
●ICTを活用した森林資源調査システムの実証 等

●生産性向上に向けた現地検討会の開催
●民有林と国有林の「連携土場」の整備
●丸太強度表示の試行 等

●囲いわな等によるシカ捕獲の実施（職員実行及び委託）
●「こじゃんと1号、2号」（実用新案）の普及
●ノウサギ被害対策の強化 等

●市町村職員向け研修の実施
●「市町村支援ツール」でお悩み解決支援
●人材育成協定に基づく講師派遣 等

●四国４県と四国森林管理局の連携を深める
「四国山地災害初動対応等強化会議（仮称）」設置
●山地防災力の強化、林道の迂回路活用 等

●森林の観光資源としての利用
●地域の観光資源、特産品への資源供給
●「国有林案内ツアー（仮称）」実施を検討 等

▲集約化試験団地（イメージ）低コス
ト化への取組をまとめた試験地

▲UAV空撮映像から森林資源量を推定
（処理状況のイメージ）

▲生産性の向上に向けた
現地検討会

▲民国連携でまとまった量の
木材を出荷

概 要 版

▲「祖谷のかずら橋」の資材（シラク
チカズラ）の資源確保に向け苗木植栽

▲日本遺産「千本山風景林」

検索

▲大規模山地災害の発生時に県等との
連携を深める会議を開催予定
（写真は令和元年の訓練の様子）

▲治山事業により山地防災力を強化

▲教育機関の現地実習への講師派遣
森林・林業の課題の解決を応援
「市町村への支援ツール」を配布

▲

林業成⾧産業化への貢献

▲ノウサギくくりわな設置
方法をYouTubeに掲載

こちら!→


